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主体的価値観形成を目指す「ESD型社会科」の単元開発
Ⅰ．研究の目的






































Developing the Materials for Social Studies of ESD in Having the 
Independent Ideas
－Developing the Teaching Skill of Area Studies in Elementary School Stage 
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ESD の普及のきっかけとなったのが 2002 年に行われ
た持続可能な開発に関する世界首脳会議で、この会議で
国連持続可能な開発のための教育の 10 年を決定した。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１「町田市の 2 年間のごみの燃える量の変化」山谷修作『ごみ有料化』丸善、2007 年、181 ～ 182 頁より。
２「町田市が平成 17 年 8 月に始めたこと」同上、180 頁を基に筆者作成。
３「町田市のごみのゆくえ」有田和正、石弘光他 41 名『小学社会　３・４下』教育出版、2015 年、51 頁を基に筆者作成。
４「南砺市のごみのゆくえ」平成 24 年度・平成 25 年度社会科資料委員会編『小学校３・４年生社会科資料　わたし




７「リサイクルのようす」同上、173 ～ 174 頁を基に筆者作成。















































































記述２つ 19 人（86％） ０人（０％）
　結果から「文化的多様性の尊重」の価値観が形成され





















①燃えるごみ袋の値段を上げる 13 ／ 13
②生ごみをリサイクルする ５／ 12
③家庭でごみを燃やす ０／２
合計 18 ／ 27












































































会科教育研究』№ 67、1992 年、15 頁。
８）杉本裕明『ルポにっぽんのごみ』岩波新書、2015 年、
２頁。
９）山谷修作『ごみ効率化　有料化とごみ処理経費削減』
丸善出版、2014 年、18 頁。
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